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今後の広域系統整備委員会の役割について（報告）

2020年9月9日
広域系統整備委員会事務局

第49回 広域系統整備委員会
資料１



2今回ご報告内容

◼ 新々北本の計画策定及びその実施に向けて、さらには今後マスタープランの策定により新たな広
域系統整備計画も想定される中、電気事業法の改正に伴い、賦課金や値差収入の活用を含
めた全国調整スキームが導入されるなど、広域連系系統の増強に関しては、その重要性が増し
ており、より専門的かつ中立的な視点での検討により、計画を策定することが求められている。

◼ また、2020年6月に成立したエネルギー供給強靱化法により、広域系統整備計画の策定・
国への届出が広域機関の業務として追加された。

◼ 一方、広域系統長期方針に関しても、再エネ主力電源化とエネルギー供給の強靱化に対応し
た、送配電ネットワーク整備のグランドデザインであるマスタープランの策定が求められており、国に
おける中長期的なエネルギー政策との整合性を確保しつつ、検討を本格化させる必要がある。

◼ こうした観点から、本委員会では、広域系統整備計画の策定・実施に関して重点的に審議い
ただくこととし、マスタープラン検討委員会において広域系統長期方針を審議するよう役割を整理
したことから今回ご報告させていただく。
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◼ 現在、広域系統整備委員会においては、広域系統長期方針に係る検討、及び広域系統整備計画に係る
検討を一体的に担っているところ、電気事業法の一部改正に伴い、広域系統整備計画、および、広域系統
長期方針とも、これまで以上に検討の重要性が増し、今後、より万全を期して検討を進めていくことが必要と
なった。

◼ このことから、広域機関内に広域系統整備委員会に加えてマスタープラン検討委員会を設置することで、広
域系統整備計画、および、広域系統長期方針それぞれについて柔軟かつ的確に対応できる検討体制を構
築する。

設置・諮問 報告

調査審議事項の分担 報告

マスタープラン検討委員会

・広域系統長期方針に係る検討

・設備形成及び系統利用に関する新たな仕組みに
係る検討

広域系統整備委員会

・広域系統整備計画に係る検討

・広域系統整備の具体的な実施に係る検討

設置・諮問 報告

報告

理事会

地内系統の混雑管理に関する勉強会広域系統整備委員会コスト等検証小委員会

・調達プロセスの検証
・工事内容（工事費、工期）の検証



4（参考）強靱かつ持続可能な電気供給体制の確立を図るための電気事業法等の一部を改正
する法律【エネルギー供給強靱化法】概要



5（参考）電力・ガス基本政策小委員会 2020.7.13
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◼ 国との関係性や前回委員会でご議論頂いた内容を踏まえ、今回改めて電力系統に関するマス
タープランの基本的考え方を整理したい。

◼ 本マスタープランを考えていく上では、「エネルギー供給強靭化法」の他、「エネルギー基本計画」や
「エネルギーミックス」等との整合性の確保が不可欠であり、再エネの主力電源化に向けて分散電
源の拡大に対応した設備を構築するとともに、地域間連系線等の整備を行っていく必要がある。

◼ このことから国と連携しつつ、中長期的な設備形成についての基本的な方向性を「広域系統長
期方針」として示すとともに、社会的便益を踏まえた費用便益評価に基づく主要送電線の整備
計画を「広域系統整備計画」として整理していく。

◼ また、広域系統長期方針と広域系統整備計画を整理していく中で、日本全体を俯瞰して、将
来の混雑系統に対する費用便益評価を整理した「広域系統整備に関する長期展望」についても
示していく。

◼ 本マスタープランの検討を進める上では、国と連携を図りながら、一般送配電事業者や発電事業
者、小売電気事業者等、電力流通設備の運用者・利用者とも連携し、全体最適の観点で検
討する。

【電力系統に関するマスタープランの基本的な考え方】

◼ この基本的な考え方の実現に向けて、マスタープラン検討会（仮）を設置することとしたい。
（検討スコープは次章で説明）

第48回広域系統整備委員会 資料2

（参考）電力系統に関するマスタープランの基本的考え方について



7（参考）マスタープラン検討委員会の検討スコープ等について

◼ マスタープランの検討に関して、本検討委員会で取り扱うことになる事項について、それぞれに要素に関して
分けて整理した。まず、全体像として、マスタープランは長期方針を柱とし、個々の系統の整備計画で構成
する。加えて、マスタープランを実効ある仕組みとして機能させるため、これを支える仕組みについても検討を
行う。

◼ 以降のスライドにおいて、マスタープランおよびそれを支える仕組みの各要素がどのようなもので、今後どのよう
な検討を深めていくべきかについて、それぞれの関係性とともに整理した。

エネルギー基本計画、エネルギーミックス、託送料金制度

広域系統長期方針（概ね５年毎に見直し）
・「広域連系系統のあるべき姿」の提示
・「あるべき姿」の実現に向けた取組みの方向性
・広域系統整備に関する長期展望
（エネルギーミックス等を踏まえた費用便益評価）

広域
機関

中長期的な方向性

改修工事計画送配電事業者

国

マスタープラン

②系統混雑を前提とした
系統利用の在り方

広域系統整備計画
費用便益評価に
基づく整備計画

①供給計画等による
定期的な確認（系統評価）

③高経年設備の更新の在り方

計画の届け出

マスタープラン
を支える仕組み

相互に連携

新設増強工事

設備の統廃合
やスリム化

決定

検討委員会では、
マスタープラン
（長期方針と個
別の整備計画策
定プロセス開始判
断まで）とそれを
支える仕組みを検
討のスコープとす
る。また、個別系
統の広域系統整
備計画策定につい
ては、広域系統整
備委員会において
策定する。

本検討委員会の検討スコープ

第1回マスタープラン検討委員会 資料３


